
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り、未来に引き継いでいくために、環境保全に関

する学習、教育及び活動を積極的に行い、環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切

さを理解し、郷土を愛するモラルの高い児童・生徒の育成に取り組むための実施計画を作

成しましたので、福井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

 

  令和２年５月１９日 

学校名   福井市木田小学校  

校長氏名  巣守 俊彦     

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

① 環境や電気エネルギーについて学習します。 

  ② 節水・節電に努めます。 

  ③ ごみ減量・リサイクルを推進します。 

  ④ PTAの人と協力し、地域の方々にも呼びかけます。 

２ 取組内容 

① 環境学習・環境教育 

   電気エネルギーの大切さを実感するために、ゲストティーチャーを招いて学習する。 

   各教科で環境に関する学習を行い、環境問題に気づき、環境を保全する必要性を学ぶ。 

 ② 省エネルギー・省資源 

   環境委員会がエコパトロールを行うとともに、全校児童が、使用していない教室や廊

下、トイレなどの照明をこまめに消す。 

   手洗い、歯みがき時に、水を出しっ放しにせず、水の無駄使いをしない。 

 ③ ごみ減量・リサイクル 

   アルミ缶の回収・ペットボトルキャップ回収を行い、リサイクルする。 

 ④ その他の環境保全活動 

 学校で取り組んでいる環境学習、環境保全活動について保護者に学校便りなどを通し

て伝達する。 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載して下さい。） 

③ごみ減量・リサイクルの推進では、PTAの協力のもと、環境委員会が主となって、ペット

ボトルキャップの回収を行う。その際、各クラスの児童に呼びかけることで、保護者・全校

児童が一丸となって協力し合う。資源が有限であること、リサイクルすることで有益な物に

変化していくことを学び、物を大切にしようとする態度を育てる。 



様式第２号                                                  （提出日）令和 ３年 ２月 １日 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

学校名  

木田小学校 
 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

① 環境や電気エネルギーについて学習します。 

② 節水・節電に努めます。 

③ ゴミの減量・リサイクルを推進します。 

④ ＰＴＡの人と協力し、地域の人にも呼びかけます。 

２ 取組内容 

① 環境学習・環境教育 

きれ・ピカ（整美）委員会では、清掃時間中に校舎ごとの 

ごみの分別を行い、ごみの回収時に、燃えるごみ・燃えない 

ごみの分別について児童と確認できました。 

また、特別支援学級では、ＳＤＧｓの学習を行い、17種の 

取り組みをロゴマークと目標内容を関連させ学ぶことがで 

きました。 

 

② 省エネルギー・省資源 

 さわやか（保健）委員会は、トイレットペーパーの無駄な 

使用を減らすため、全校児童に適切なトイレットペーパーの 

使用量を呼びかけました。 

 ２月の学校生活目標「物を大切にしよう」のもと、各学級 

でそれぞれの月目標を設定し、全校で取り組みました。 

 また、教職員の意識も高めていけるよう、年間を通して印 

刷機やコピー機の利用時は反故紙の利用を進めました。 

 

③ ゴミ減量・リサイクル 

 やさしさ（エコ）委員会が、集まったペットボトルのキャ 

ップを回収し、１ｋｇずつ量って段ボールに入れ、その段ボ 

ールはＰＴＡ交流委員の方がスーパーマーケットに搬入して 

くださいます。搬入したキャップの量について、各家庭にお知             

らせし、保護者の方だけでなく、広く地域の方に協力しても 

らえるよう、児童玄関前にキャップ入れを常設しています。 

 

★ ＥＳＤポイント 

③について、継続的・定期的にキャップ回収を行うことで、児童たちが協力し合いながら主

体的に行動する姿が見られるようになりました。また、各家庭での意識の高まりや地域の協

力により、回収量も安定しています。ＰＴＡとの協力体制も定着し、今後のさらなる活動の

継続や拡充が期待されます。（協力・参加） 
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 【具体的効果】 

① トイレットペーパーの使用目安量を、具体的にトイレの個室内に掲示することで、

低学年でもわかりやすく取り組むことができました。 

② キャップ募金の活動は、ＰＴＡの協力により活動が定着し、回収量の大きなばらつ

きもなく集まるようになりました。 

【改善点】 

・新しい生活様式に変わりつつあるコロナ禍の中で、これまでの活動が縮小や中止に

なることが多くありました。このような時こそ、一人ひとりの取り組みが大きな力

になることなど、学習や活動の進め方について考え、活動や体制の見直しをしたい

と思います。 

・定着しつつあるキャップ募金について、その意義や必要性を考える場面を取り入れ、

主体的に協力できる体制を整えていきたいと思います。 


